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●内容紹介 

  

●本書は韓国語＝朝鮮語に出会う，全ての人々に捧げられている

だけでなく，およそ言語というものを学ぶ人々への応援歌でもあり

ます． 

 

●日本語の世界に生まれ育った人々にとって，韓国語は学びたくなる言語です．

お隣の言語圏だというばかりでなく，実はさらに日本語の深いところに韓国語

が息づいています．そして語順が似ていたり，「てにをは」にあたる助詞があっ

たり，漢字を基礎に作られた漢語＝漢字語がたくさん用いられていたりと，韓国

語は世界の言語の中で日本語に最も近しい言語だと言えます．韓国語を見ると，

日本語話者はきっと他人とは思えないでしょう． 

 

●さらに韓国語は，日本に居ながらにして，実際に〈話す〉体験ができる言語で

す．「アンニョンアセヨ」（こんにちは）というと「アンニョンアセヨ」（こんに

ちは）と笑顔と共に返ってくる，そんな体験に満ち溢れている言語です．これは

嬉しい．これは貴い．韓国語は，まさにことばを学ぶ原点を体験できるのです！ 

 

●これから入門しようとする方，ちょうど学び始めた方，既に達人の粋にある方，

韓国語を教えている方，「外国語」を考える方，韓国語など学びたくないと思っ

ている方にいたるまで，そして言語を学び，言語を問い，言語を考える誰もが楽

しめる， 幸せな読後感！ 

 

●〈教える〉という観点から〈学ぶ〉ことを考えてみる章も，本書の特徴です．言語教育

に関心のある全ての方々へも． 

 

●単なるハウツーものをはるかに超えて，韓国語を〈学び＝教える〉真髄から，言

語（ことば）の深奥へと，ご一緒しましょう！ 
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●言語学者．主に朝鮮言語学，日韓対照言語学，韓国語教育． 

 

●著書に 『ハングルの誕生』（平凡社新書，2010 年度，毎日新聞社とアジア調査

会より第 22回アジア・太平洋賞大賞受賞），同書の韓国語訳（金珍娥・金奇延・

朴守珍共訳，2011 年，トルベゲ出版社）は，韓国の『朝鮮日報』，『東亜日報』，

教保文庫それぞれの〈2011今年の本〉に選定，『日本語とハングル』（文春新書），

『韓国語 語彙と文法の相関構造』（2002年，ソウル：太学社，韓国語版，2003年

度大韓民国学術院優秀学術図書），『新・至福の朝鮮語』（朝日出版社），『絶妙のハ

ングル』（日本放送出版協会）など．編著書に『韓国語教育論講座 全 4巻』（くろ

しお出版，第 1，２，4巻が既刊），『韓国語学習講座 凜 RIN』（大修館書店，第
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にはソウル大学校韓国文化研究所特別研究員．またそのかん，上智大学，東京大
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講師． 
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ホームページ： 
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